


　
令
和
８
年
３
月
４
日
に
令
和
７
年
度
第
１
回
臨
時
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
３

議
案
が
原
案
ど
お
り
に
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
奥
州
市
の
及
川
明
夫
総
代
が
選
任
さ
れ
、

本
所
、
基
幹
セ
ン
タ
ー
、
営
業
所
を
繋
い
だ
テ
レ
ビ
会

議
形
式
で
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

全
議
案
可
決
承
認

農
機
具
共
済
加
入
限
度
額
を
引
き
上
げ

 
令
和
７
年
度
第
１
回
臨
時
総
代
会

基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
使
命

農
業
保
険
の

普
及
に
取
り
組
む

総代総数…………… 227名
本人出席…………… 144名
書面出席………………72名
出席者合計………… 216名
議決権数（議長を除く）… 215　

総代会とは
　組合員の声を反映させる実質的
な最高意思決定機関。組合員の代表
（総代）が出席し、理事から提出さ
れた議案を審議します。

あいさつする沼田弘美組合長

議長をつとめた奥州市の及川明夫総代モニターで各会場を確認

議
案
第
1
号 

……
…
賛
成
2
１
5
、反
対
０

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　
農
機
具
共
済
加
入
限
度
額
の
引
き
上
げ
な
ど
（
詳
細

は
５
ペ
ー
ジ
）

議
案
第
2
号 

……
…
賛
成
2
１
5
、反
対
０

令
和
７
年
度
業
務
収
支
予
算
及
び
家
畜
診

療
所
勘
定
収
支
予
算
の
更
正
に
つ
い
て

左
表
参
照

提
出
議
案

組
合
長
あ
い
さ
つ

業務収支予算の変更（一部抜粋）

家畜診療所収支予算の変更（一部抜粋）

収入の部

収入の部

単位：千円

単位：千円

科目
令和７年度予算額 増減

備考
変更後（Ａ） 変更前（Ｂ） （Ａ）-（Ｂ）

有価証券処分益 104,158 0 104,158 有価証券入替時の
売却益

科目
令和７年度予算額 増減

備考
変更後（Ａ） 変更前（Ｂ） （Ａ）-（Ｂ）

診療所雑利益 2,276 0 2,276 保有している
精液の有償譲渡

　

令
和
７
年
度
の
農
業
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
目
標

共
済
金
額
１
兆
２
０
２
４
億
円
の
達
成
に
向
け
て
取
り

組
み
、
１
月
末
実
績
で
９
９
９
２
億
円
と
順
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
収
入
保
険
は
４
３
１
７
経
営
体
を

目
標
と
し
た
加
入
推
進
に
取
り
組
み
、
２
月
末
時
点
で

４
３
３
２
経
営
体
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
発
生
し
た
青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る

地
震
で
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
対
象

と
な
る
方
に
共
済
掛
金
等
払
込
期
限
延
長
な
ど
の
措
置
を

講
じ
ま
し
た
。
近
年
は
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
、

①
有
価
証
券
を
入
れ
替
え
し
た
経
緯
を
教
え
て
ほ
し
い
。

②
東
南
部
営
業
所
の
移
転
に
よ
っ
て
、
現
在
の
事
務
所
の

取
り
扱
い
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

③
家
畜
診
療
所
勘
定
に
つ
い
て
、
精
液
の
譲
渡
先
は
ど
こ

か
。

①
国
か
ら
の
指
導
と
安
定
し
た
リ
ス
ク
管
理
の
観
点
に
よ

り
、
組
合
の
余
裕
金
運
用
管
理
委
員
会
に
よ
る
審
議
を

経
て
、
令
和
７
年
９
月
に
有
価
証
券
の
入
れ
替
え
を
し

ま
し
た
。

②
現
時
点
で
は
未
定
で
す
。
今
後
、
理
事
会
の
議
決
を
経

て
県
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
旧
盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー
分
は
Ｊ
Ａ
い
わ
て
中
央
、
旧
東

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
分
は
遠
野
市
畜
産
振
興
公
社
に
ほ

ぼ
帳
簿
価
格
で
売
却
し
ま
し
た
。

住田町
横澤 一郎 総代

議
案
第
２
号
に
対
す
る
質
問

答
弁

  令和７年度第１回臨時総代会

激
甚
化
す
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
う

し
た
リ
ス
ク
へ
の
「
備
え
」
は
不
可
欠
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
は
農
業
者
の
基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
た
め
、
農
業
保
険
が
生
産
現
場
に
浸
透
す
る

よ
う
に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

3 2



事故が起きた時は
も ち ろ んで す が、
機械を買い替えた
時もすぐにご 連 絡
ください。

すぐにご連絡
ください

　NOSAI 職 員 が 破 損
箇所、事故現場、復旧
箇所の確認時に写真を
撮 影します。確認がで
きない（写真が撮影でき
ない）場合、共済金の
支払いができません。
　事故が発生した時は、
修理や部品の処分をす
る前にＮＯＳＡＩにご連
絡ください。

Ｑ 農機具共済に加入している機械を買い替えた
時はどうすればいいの？

Ａ 変更手続きが必要です
　変更手続きをしないまま事故が発生した場
合、共済金の支払いができません。機械の入れ
替えをした日から14 日以内に NOSAI に連絡を
お願いします。

　
総
代
会
の
詳
し
い
内
容
は
議
事
録
に
記
載
し
て
い

ま
す
。
閲
覧
を
希
望
す
る
方
は
、
本
所
ま
た
は
各
基

幹
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
共
済
加
入
者
を
過
去
10
年
間
の
平
均
損
害
率
を
も

と
に
※

21
区
分
に
分
類
し
ま
す
。
被
害
が
少
な
け
れ
ば
段

階
的
に
区
分
が
下
が
っ
て
、
掛
金
が
安
く
な
る
仕
組
み
で

す
。

※
疾
病
傷
害
共
済
で
は
41
区
分
と
な
り
ま
す
。

　近年の農業機械は性能がアップし、販売価格も高額となる傾
向がみられます。そのため、農機具共済の加入限度額を 2,000
万円から 3,000 万円に変更しました。農機具共済に加入して、
稼働中の事故や盗難、自然災害などに備えましょう。
　また、加入している機械に事故が発生した時や買い替えた時
には、すみやかにＮＯＳＡＩへ連絡をお願いします。

損害率に応じた掛金負担
～危険段階別共済掛金率の仕組み～

①
各
会
場
の
票
数
を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
し
て
集
計

②
県
北
基
幹
セ
ン
タ
ー 

③
県
南
基
幹
セ
ン
タ
ー 

④
宮
古
営
業
所 

⑤
本
所
（
中
部
営
業
所
） 

⑥
北
部
営
業
所 

⑦
磐
井
営
業
所

※21区分（疾病傷害共済の場合）

共済掛金

-10
-9

-8

0

8
9

10

低 高

新規加入の方は
0の区分になります

加入限度額を
3,000万円に引き上げ

共済金支払いまでのながれ

事故発生

共済金
支払い

NOSAIに連絡

審査

職員が破損箇所・事
故現場などを確認

修理完了後、職員が
復旧箇所を確認

修理業者が作成し
た農機具修理報告
書をＮＯＳＡＩに提出

修理業者に修理
を依頼

農機具共済

加入金額 掛金
100 万円 3,700 円
500 万円 18,500 円

1,000 万円 37,000 円
2,000 万円 74,000 円
3,000 万円 111,000 円

農機具共済掛金表
総合共済・普通物件（トラクターなど）の場合

議
案
第
３
号 

……
…
賛
成
2
１
4
、反
対
０
、棄
権
1

家
畜
共
済
に
係
る
危
険
段
階
別
共
済
掛
金

率
の
設
定
に
つ
い
て

　
過
去
10
年
間
の
平
均
損
害
率
を
も
と
に
区
分
を
設
定

（
左
図
参
照
）。

各
会
場
を
テ
レ
ビ
会
議
形
式
で
繋
ぎ
ま
し
た

  令和７年度第１回臨時総代会

ポイント

①①

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

②②

③③
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輝く岩
手の農業人

土
壌
の
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
を
防
ぐ

自
分
が
作
り
た
い
野
菜
を

「日々の手入れも欠かせません」と高橋さん
色鮮やかな七色人参

作土層の下にある硬い層を
サブソイラーで砕く

　

5
㌶
の
畑
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
七
色
人
参
な
ど
約
35
品
目
の

野
菜
を
栽
培
す
る
北
上
市
相
去
町
の「
う

る
お
い
春
夏
秋
冬
」。
野
菜
の
根
張
り
を

良
く
す
る
た
め
、
畑
の
土
を
深
く
耕
し

て
い
ま
す
。
石
灰
や
堆
肥
を
散
布
す
る

こ
と
で
土
壌
の
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
を
防
ぎ
、

早
期
の
除
草
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
代

表
を
務
め
る
高
橋
賢
さ
ん（
51
）
は「
お

客
さ
ん
が『
ま
た
食
べ
た
い
』
と
手
に

取
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
野
菜
を
作
り
た

い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

ハウスでは、ソラマメやケールなど４万鉢の野菜苗を育てる

　
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
不
足

し
な
い
よ
う
に
、
石
灰
や
堆
肥
を
10
㌃
あ
た

り
２
㌧
ほ
ど
散
布
し
て
い
ま
す
。
高
橋
さ
ん
は

「
チ
ッ
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
に
加
え
て
、

ミ
ネ
ラ
ル
で
野
菜
の
成
長
や
味
が
決
ま
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

雑
草
対
策
に
も
気
を
配
り
ま
す
。「
年
々

最
低
気
温
が
高
く
な
り
続
け
て
、
以
前
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
病
虫
害
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
雑
草
が
虫
を
寄
せ
付
け

て
野
菜
が
病
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

と
高
橋
さ
ん
。
雑
草
の
根
が
張
る
前
に
、
耕

う
ん
機
で
除
草
し
ま
す
。
耕
起
で
き
な
い
と

こ
ろ
は
手
作
業
で
取
り
除
く
な
ど
、
早
期
の

除
草
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
野
菜
は
県
内
の
産
直
や
飲
食
店

な
ど
に
出
荷
す
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
て
規
格
外
の
野
菜
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

４
月
に
は
、
マ
ル
チ
を
自
動
で
張
る
機
械
を

導
入
。
従
業
員
の
負
担
軽
減
と
作
業
の
効
率

化
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
従
業
員
の
渡
邉
雅

人
さ
ん
（
33
）
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
あ
っ

て
、
常
に
新
し
い
も
の
や
情
報
を
取
り
入
れ

ま
す
ね
。
一
緒
に
働
い
て
い
て
楽
し
い
で
す
」

と
高
橋
さ
ん
に
信
頼
を
寄
せ
ま
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
自
分
自
身
が
作
り
た
い
と

思
う
野
菜
を
作
り
続
け
た
い
で
す
ね
。
た
く

さ
ん
の
方
に
味
わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い

で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
「
土
を
耕
す
深
さ
は
30
㌢
く
ら
い
で
す
。
一

般
的
に
は
15
㌢
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
深

く
耕
す
こ
と
で
野
菜
の
根
張
り
が
良
く
な
り

ま
す
」
と
高
橋
さ
ん
。
ト
ラ
ク
タ
ー
で
15
㌢

ほ
ど
耕
し
た
後
に
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
で
土
の
中
の

硬
い
層
を
砕
い
て
、
さ
ら
に
15
㌢
ほ
ど
耕
し
ま

す
。「
畑
の
水
は
け
も
良
く
な
っ
て
品
質
の
い

い
野
菜
が
育
ち
や
す
く
な
り
ま
す
」
と
、
野

菜
の
収
穫
量
増
加
、
品
質
向
上
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

深
耕
で
根
張
り
と

水
は
け
が
良
く
な
る

「
ま
た
食
べ
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
野
菜
づ
く
り

高
た か は し

橋 賢
け ん

 さん

北上市

うるおい春
ひ と と せ

夏秋冬

7 6



2

2

地域の話題をお届け

　
「
目
玉
商
品
の
“
肉
ガ
チ
ャ
”
を
ぜ
ひ

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話
す
の
は
、

短
角
牛
専
門
の
精
肉
店
「
岩
泉
短
角
家
」

を
経
営
す
る
鎌
田
優
さ
ん
。
昨
年
７
月

か
ら
自
動
販
売
機
で
短
角
牛
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

自
動
販
売
機
は
岩
泉
町
乙
茂
の
「
道

の
駅
い
わ
い
ず
み
」
に
設
置
。
鎌
田
さ

ん
は
「
自
動
販
売
機
は
、
地
元
農
家
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

〝
肉
ガ
チ
ャ
〟で
短
角
牛
を
身
近
に

　

鎌
田
さ
ん
の
お
す
す
め
は
「
お
楽
し

み
パ
ッ
ク
（
２
種
類
）」。
当
た
り
が
出

る
と
、
２
千
円
で
４
千
円
相
当
、
３
千

円
で
５
千
円
相
当
の
詰
め
合
わ
せ
商
品

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
自
動
販
売
機
に
は
岩
泉
町
産
短

角
牛
の
タ
ン
や
レ
バ
ー
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

　
「
岩
泉
町
の
短
角
牛
は
生
産
者
が
守
っ

て
き
た
宝
で
す
」
と
鎌
田
さ
ん
。
短
角

牛
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。1  「自然薯そば」1,500円（税込み） 2  「季節に合わせた付け合わせも

楽しんでください」と加藤さん

　

世
界
遺
産
と
し
て
人
気
の
中
尊
寺
。

そ
の
境
内
の
一
番
奥
に
あ
る
「
か
ん
ざ

ん
亭
」
で
は
、「
自
然
薯
そ
ば
」
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
に
使
用
す
る
自
然
薯
は
平

泉
町
産
で
す
。
一
関
市
の
製
麺
業
者
に

依
頼
し
て
、
麺
に
も
自
然
薯
を
練
り
込

み
ま
し
た
。
従
業
員
の
加
藤
美
奈
さ
ん

は
「
の
ど
越
し
が
良
く
て
ツ
ル
ツ
ル
と

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

　

自
然
薯
そ
ば
は
、
温
か
い
そ
ば
と
冷

た
い
そ
ば
が
あ
り
ま
す
。
加
藤
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
お
す
す
め
し
た
い

の
は
、
冷
た
い
そ
ば
で
す
。
自
然
薯
と

麺
が
絡
み
や
す
く
て
、
よ
り
風
味
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」
と
話
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
デ
ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

や
ド
リ
ン
ク
も
豊
富
で
す
。

　

窓
の
外
に
広
が
る
の
は
、
衣
川
の
田

園
地
帯
。
観
光
客
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
店
内
は
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

観
光
地
で
人
気
の
自
然
薯
そ
ば

平泉町

1  おまかせ酵素玄米プレート（フリードリンク付き）1,600円（税込み）
2  「手作りスイーツもおすすめです」と話す延行さんと恵美さん

1  「冬はホルモン鍋など、季節ごとのメニューも販売しています」と
鎌田さん　 2  「お楽しみパック」を買うとステーキが当たるかも！？

11

2

平泉町平泉字衣関202
TEL.0191-46-2211
【営業時間】
10：00～16：00（時間変更有）
不定休

二戸市金田一湯田59-14
TEL.0195-26-8105
【営業時間】
11：30～16：00
定休日／月・日・祝日

岩泉町乙茂字乙茂90-1
【営業時間】
9：00～17：00
※自動販売機は24時間購入でき
ます

　

酵
素
玄
米
を
使
っ
た
プ
レ
ー
ト
ラ
ン

チ
が
人
気
の
「
ゆ
き
は
な
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」。

店
主
の
小
林
延
行
さ
ん
は
「
独
自
の
調

理
法
や
料
理
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

酵
素
玄
米
に
使
用
す
る
の
は
、
二
戸

市
内
で
栽
培
さ
れ
た
玄
米
。
黒
千
石
大

豆
と
一
緒
に
丸
一
日
冷
水
に
浸
し
て
か

ら
圧
力
釜
で
炊
き
上
げ
ま
す
。
保
温
状

態
で
３
日
以
上
寝
か
せ
る
こ
と
で
、
酵

素
が
活
性
化
し
て
栄
養
素
が
ア
ッ
プ
す

る
と
い
い
ま
す
。

　

酵
素
玄
米
を
取
り
囲
む
よ
う
に
並
ん

だ
お
か
ず
は
10
品
以
上
。
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
で
す
。
県
産
食
材
を
メ
イ
ン
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

延
行
さ
ん
の
妻
・
恵
美
さ
ん
は
「
地

元
産
の
食
材
を
美
味
し
い
う
ち
に
食
べ

て
ほ
し
い
の
で
、
冷
凍
食
品
や
既
製
品

は
使
わ
ず
に
全
て
手
作
り
で
す
。
ぜ
ひ

お
店
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

手
作
り
の
酵
素
玄
米
ラ
ン
チ

1

かんざん亭

酵素玄米ごはん
ゆきはなＣａｆｅ

道の駅いわいずみ

二戸市

岩泉町

　

北
上
市
上
野
町
の
「
ボ
ー
ゲ
ン
ハ
ウ

ス
」
で
は
、
一
日
25
食
限
定
で
手
打
ち

そ
ば
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
店
主
の
高

橋
弘
禎
さ
ん
は
「
手
打
ち
な
ら
で
は
の

香
り
や
コ
シ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
野
菜
と
一
緒
に
味
わ
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
ば
は
高
橋
さ
ん
の
手
打
ち
。
付
け

合
わ
せ
は
手
作
り
の
漬
物
と
サ
ラ
ダ
で

す
。「
野
菜
は
お
店
に
来
て
く
れ
る
市
内

の
農
家
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。

気
持
ち
を
込
め
て
毎
朝
手
打
ち

1

1  「手打ちそばセット」1,080 円（税込み）　 2  「メニューには洋食も
あります」と高橋さん

2

北上市上野町１丁目2-26
TEL.0197-64-4936
【営業時間】
11：30～19：00
（ラストオーダー18：00）
定休日／水曜日

ボーゲンハウス
北上市 地

元
で
栽
培
さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
使

う
こ
と
で
、『
地
域
の
味
』
も
一
緒
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
高
橋
さ
ん
。
今
後
は
、
そ
ば
粉
も
岩

手
県
産
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
ば
の
仕
込
み
は
、
毎
朝
７
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
高
橋
さ
ん
は
「
気
持
ち

を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
食
べ

に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

インスタグラム→
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
、
開
業
獣

医
師
82
人
と
指
定
獣
医
師
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
（
令
和
８
年
４
月
１
日

現
在
）。

指
定
獣
医
師
と
は
？

　

指
定
獣
医
師
は
、
家
畜
共
済
加
入
者
か

ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
共
済
金
の
代
理
受
領

な
ど
が
で
き
ま
す
。

川　
村　
啓　
次 

（
盛
岡
市
）

小
井
田　
　
　
歩 

（
盛
岡
市
）

高　
島　
恵　
輔 

（
盛
岡
市
）

田　
端　
義　
巌 

（
盛
岡
市
）

福　
田　
稔　
彦 

（
盛
岡
市
）

宮　
台　
裕　
治 

（
盛
岡
市
）

茂　
木　
英　
樹 

（
盛
岡
市
）

田　
高　
　
　
恵 

（
盛
岡
市
）

富　
岡　
美
千
子 

（
盛
岡
市
）

佐
々
木　
一　
弥
（
岩
手
町
）

佐
々
木　
恒　
弥
（
岩
手
町
）

佐　
藤　
祐
紀
子
（
岩
手
町
）

伊　
藤　
　
　
遥
（
岩
手
町
）

吉　
田　
雄
一
郎
（
岩
手
町
）

千　
葉　
和　
則
（
岩
手
町
）

藤　
岡　
　
　
忍
（
岩
手
町
）

川　
向　
俊　
之
（
岩
手
町
）

中　
村　
哲　
雄
（
葛
巻
町
）

松　
浦　
み
ゆ
き
（
葛
巻
町
）

村　
澤　
榮　
一
（
葛
巻
町
）

宇　
賀　
　
　
聡
（
葛
巻
町
）

宇　
賀　
ま
ど
か
（
葛
巻
町
）

大　
石　
孝　
之
（
葛
巻
町
）

清　
水　
宏　
彰
（
葛
巻
町
）

近　
藤　
寛　
樹
（
八
幡
平
市
）

関　
　
　
洋　
一
（
八
幡
平
市
）

山　
下　
浩　
治
（
八
幡
平
市
）

太　
田　
敦　
子
（
滝
沢
市
）

川　
勾　
文　
男
（
滝
沢
市
）

安　
田　
　
　
出
（
滝
沢
市
）

植　
木　
淳　
史
（
雫
石
町
）

植　
木　
能
理
子
（
雫
石
町
）

小
見
山　
　
　
拓
（
雫
石
町
）

近　
藤　
英　
世
（
雫
石
町
）

西　
田　
征　
洋
（
雫
石
町
）

暦　
本　
　
　
学
（
紫
波
町
）

新　
田　
英　
樹
（
矢
巾
町
）

奥　
村　
研　
介
（
花
巻
市
）

髙　
橋　
陽　
子
（
花
巻
市
）

中　
里　
久
美
子
（
北
上
市
）

佐
々
木　
浩　
輔
（
西
和
賀
町
）

及　
川　
久　
耕
（
奥
州
市
）

懸　
田　
和　
子
（
奥
州
市
）

菊　
地　
　
　
薫
（
奥
州
市
）

後　
藤　
太　
一
（
奥
州
市
）

近　
藤　
　
　
章
（
奥
州
市
）

千　
葉　
　
　
敦
（
奥
州
市
）

新　
妻　
唯　
夫
（
奥
州
市
）

高　
橋　
　
　
守
（
金
ケ
崎
町
）

熊　
谷　
　
　
大
（
一
関
市
）

小　
岩　
清　
光
（
一
関
市
）

佐　
藤　
哲　
郎
（
一
関
市
）

佐　
藤　
　
　
仁
（
一
関
市
）

佐　
藤　
和　
卓
（
一
関
市
）

菅　
原　
秀　
雄
（
一
関
市
）

星　
　
　
敏　
雄
（
一
関
市
）

星　
　
　
紀　
彦
（
一
関
市
）

村　
上　
重　
敦
（
一
関
市
）

小
野
寺　
純　
一
（
一
関
市
）

安　
部　
毅　
彦
（
一
関
市
）

池　
上　
健　
治
（
遠
野
市
）

菊　
池　
清　
悦
（
遠
野
市
）

坂　
下　
憲　
悦
（
遠
野
市
）

佐
々
木　
こ
と
え
（
遠
野
市
）

富　
樫　
　
　
久
（
宮
古
市
）

花　
舘　
充　
章
（
宮
古
市
）

三　
浦　
泰　
斗
（
宮
古
市
）

小
笠
原　
祥　
之
（
久
慈
市
）

照　
井　
周　
二
（
久
慈
市
）

塩　
倉　
和　
彦
（
洋
野
町
）

阿　
部　
ふ　
み
（
洋
野
町
）

村　
田　
　
　
修
（
洋
野
町
）

関　
口　
正　
博
（
一
戸
町
）

野　
中　
柚　
希
（
一
戸
町
）

狩　
野　
将　
輝
（
一
戸
町
）

後　
藤　
浩　
子
（
二
戸
市
）

大　
崎　
晃　
男
（
九
戸
村
）

小
笠
原　
　
　
明
（
青
森
県
）

小
笠
原　
　
　
良
（
青
森
県
）

藤　
森　
康
一
郎
（
青
森
県
）

中　
村　
紀　
文
（
青
森
県
）

大
久
保　
　
　
成
（
青
森
県
）

令
和
８
年
度    

指
定
獣
医
師
契
約
を
締
結
し
ま
し
た敬称略。（　）は診療施設の所在地。

このほか、岩手大学獣医学部附属動物
病院の獣医師８人とは、嘱託獣医師契
約を締結しています。

　
去
勢
を
行
う
こ
と
で
雄
性
が
弱
ま
り
、

①
お
と
な
し
く
な
る
こ
と
で
牛
と
人
の
安

全
を
確
保
す
る
②
脂
肪
を
つ
き
や
す
く
し

肉
質
を
良
く
す
る
③
雌
雄
同
居
に
よ
る
事

故
を
防
ぐ
等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
動
物
福
祉
）

の
世
界
レ
ベ
ル
は
、
麻
酔
や
鎮
痛
処
置
を

し
て
生
後
３
か
月
以
内
の
実
施
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
も
可
能
な
限
り
子

牛
に
苦
痛
を
生
じ
さ
せ
な
い
方
法
と
時
期

に
つ
い
て
獣
医
師
の
指
導
を
求
め
、
生
後

３
か
月
以
内
に
行
い
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
場

合
は
な
る
べ
く
早
期
に
行
う
、
と
の
国
の

指
針
が
あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
５
～
６
か

月
齢
に
獣
医
師
が
観
血
去
勢
を
行
う
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
早
期
の
去
勢
は
増
体
や
枝
肉
成
績
が
良

好
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
尿

石
症
を
心
配
さ
れ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
一
般
的
に
早
期
の
去
勢
は
尿
道
発
達

の
観
点
か
ら
リ
ス
ク
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
は
ど
う
な
の
か
肥
育
農
場
で
聞

い
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
ん
「
関
係
な
い
」

と
い
う
の
が
返
答
で
し
た
。
尿
石
症
の
原

因
は
飼
養
環
境
が
と
て
も
影
響
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
の
注
意
が
よ
り
重
要
で
す
。

　
去
勢
は
牛
が
健
康
な
状
態
の
時
に
、
清

潔
で
乾
い
て
い
る
場
所
で
行
い
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
頭
絡
を
装
着
し
て
、
ロ
ー
プ
で

基幹家畜診療所

菊
き く ち

地 智
と も な

菜

繋
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。
牛
を
お
さ
え

る
た
め
の
丈
夫
な
ロ
ー
プ
が
数
本
必
要

で
、滑
り
や
す
い
標
識
ロ
ー
プ（
ト
ラ
ロ
ー

プ
）
や
擦
り
切
れ
そ
う
な
も
の
は
危
険
で

す
。
洗
浄
・
消
毒
用
の
お
湯
と
、
道
具
等

の
置
き
場
用
に
飼
料
袋
も
ご
用
意
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
感
染
症
を
防

ぐ
た
め
、
去
勢
後
は
わ
ら
を
た
っ
ぷ
り
敷

い
て
１
週
間
程
度
は
牛
床
を
特
に
清
潔
に

保
つ
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
去
勢
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

り
、
捻
じ
切
り
式
や
糸
結
び
式
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
必
要
な
器
具
や
技
術
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
方
法
に
つ
い
て
は
獣
医
師
に

お
任
せ
く
だ
さ
い
。
ど
の
方
法
で
あ
れ
重

要
な
こ
と
は
、
安
全
か
つ
確
実
に
行
う
こ

と
で
す
。

『
牛
の
去
勢
』に
つ
い
て
の
あ
れ
こ
れ

　「
ま
だ
小
さ
く
て
か
わ
い
そ
う
」
と
去
勢
の
時
期
を
遅
ら
せ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
去
勢
が
遅
れ
る
と
、

子
牛
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
今
回
は
去
勢
の
大
切
さ
、
事
前
準
備
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

去
勢
を
す
る
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
？
～
牛
を
お
と
な
し

く
、
肉
質
を
良
く
す
る
～

適
期
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
？

～
負
担
の
少
な
い
早
期
去
勢
～

去
勢
の
際
は
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。
～
牛
と
人
の
安
全

の
た
め
に
～

診療の依頼や相談は
お近くのNOSAI
家畜診療所へ

（旧岩手県南基幹家畜診療所）
TEL：0197-25-6909

遠野出張所  
TEL：0198-62-5322

基幹家畜診療所

県央家畜診療所
（旧岩手県北基幹家畜診療所）

TEL：019-601-8125

※�当日の往診依頼は、午前８時
30 分から午前９時 30 分までで
す。この時間以外の往診依頼
は、急患を除き、原則として当
日中の往診はできませんのでご
了承ください

※�獣医師個人の自宅や携帯電話
に往診依頼などを直接すること
はご遠慮ください

※�土日祝日と夜間は、急患の受付
に限定させていただきます。ま
た、ご依頼に応えることができ
ない場合がありますのでご了承
ください

大切な家畜を守ります
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電話番号の確認をお願いします
　農業共済や収入保険に関するお問い合わせ先は基幹センターとなります。4 月より東南部営業所
は県南基幹センターの管轄となっています。電話をかける際は、お間違えがないようにご確認を
お願いします。

盛岡市、滝沢市、雫石町、矢巾町、紫波町
八幡平市、岩手町、葛巻町
宮古市、岩泉町、山田町、田野畑村
久慈市、二戸市、一戸町、軽米町、洋野町、九戸村、野田村、
普代村

花巻市、北上市、西和賀町
奥州市、金ケ崎町
一関市、平泉町
遠野市、釜石市、大船渡市、陸前高田市、住田町、大槌町

電
話
回
線
変
更
の

勧
誘
に
ご
注
意
を

実
は
身
近
に
あ
る
暮
ら
し
の
ト
ラ
ブ
ル
。

盛
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

に
、特
に
相
談
が
多
い
ト
ラ
ブ
ル
例
と
、

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
な
ど
を
伺

い
ま
し
た
。

そのその 77

消
費
生
活
の

SS
OO
SS

　
「
光
回
線
を
使
っ
た
電
話
に
変
え
る
と

電
話
料
金
が
安
く
な
る
」
な
ど
と
、
事
業

者
か
ら
電
話
回
線
の
変
更
を
勧
め
る
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
ん
な
電
話
に
対
し
、「
曖
昧
な
返

事
を
し
た
ら
契
約
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
知
ら
な
い
業
者
か
ら
料
金
の
請
求
を

受
け
、
初
め
て
契
約
会
社
が
変
更
に
な
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
契
約
は
、
契

約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
な

ら
「
初
期
契
約
解
除
制
度
」
を
利
用
し
て

解
約
で
き
ま
す
が
、
相
談
者
の
中
に
は
、

契
約
し
た
と
い
う
認
識
が
な
い
た
め
事
前

に
届
い
て
い
た
は
ず
の
契
約
書
を
「
契
約

書
」
と
認
識
せ
ず
に
破
棄
し
て
し
ま
い
、

解
約
期
日
が
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

曖
昧
な
返
事
で
「
契
約
」
に
!?

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

た
め
に
は
、
契
約
す
る
意
思
が
な
い
な
ら

は
っ
き
り
と
断
る
こ
と
、
届
い
た
書
類
は

破
棄
せ
ず
に
す
ぐ
に
中
身
を
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
や
は
り
「
料
金
が
安
く
な
る
」

と
い
う
誘
い
文
句
で
、
光
回
線
か
ら
別
の

回
線
へ
の
変
更
や
、
ア
ナ
ロ
グ
回
線
へ
の

「
戻
し
」
を
勧
め
る
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
う

し
た
勧
誘
を
受
け
て
契
約
し
た
消
費
者
か

ら
は
、「
契
約
時
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い

高
額
の
工
事
料
金
や
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
料
金
を
、
後
日
請
求
さ
れ
た
」
と
い
う

相
談
も
あ
り
ま
す
。
契
約
の
前
に
は
事
業

者
の
正
式
名
称
と
連
絡
先
、
契
約
内
容
を

必
ず
確
認
し
、
必
要
が
な
い
と
思
っ
た
ら

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

※困ったときは「消費者ホットライン188」へご相談ください。

※家畜診療についてのお問い合わせ先は11ページをご覧ください。

管
轄
エ
リ
ア

管
轄
エ
リ
ア

県 北

県 南

　
令
和
７
年
産
水
稲
、
大
豆
、
そ
ば
の
共
済
金
、
収
入
保
険
の
保

険
金
等
を
支
払
い
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
の
水
不
足
に
よ
る
干
害
が
生
育

に
大
き
く
影
響
し
て
、
水
稲
共
済
で
は
補
償
の
大
き
い
全
相
殺
方

式
、品
質
方
式
で
の
支
払
い
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
収
入
保
険
で
は
、

水
稲
、
果
樹
の
ほ
か
、
野
菜
や
花
き
な
ど
の
収
入
減
少
に
対
し
て

保
険
金
等
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

干害発生

（例）

共
済
金
・
保
険
金
等
支
払
状
況

水
不
足
が

生
育
に
影
響

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

事
故
発
生
時
の
報
告
と

写
真
撮
影
を
お
願
い
し
ま
す

共済事業 戸数 共済金 主な被害状況

水稲

全相殺方式 47 9,849,604 ●　７月から８月にかけて水不足によ
る干害（県全域）

●　イノシシ、ニホンジカによる食害
や圃場の踏み荒らし（雫石町、洋
野町、花巻市、奥州市、一関市）

●　９月中旬の大雨による倒伏（花巻
市、奥州市）

●　カメムシによる斑点米発生（花巻
市、北上市）

品質方式 43 11,937,713 

地域インデッ
クス方式 2 112,908 

大豆 半相殺方式 12 414,882 

●　イノシシ、ニホンジカによる食害
や圃場の踏み荒らし（宮古市、久
慈市、洋野町）

●　高温少雨に伴う莢数の減少や子実
肥大不足（岩泉町、野田村、一関市）

そば 全相殺方式 3 49,761 ●　大雨による圃場の冠水（軽米町）

戸数 保険金等
（保険金、特約補填金）

収入減少となった
主な要因 主な品目

339 723,491,350

●　高温 45.7％
●　病虫害 23.7％
●　干害・少雨 7.9%

●　野菜 33％
●　果樹 19.5％
●　水稲 19.2％
●　花き 15.8％

水稲の干害（北上市）

県内の共済金支払状況（令和8年4月現在）

県内の収入保険保険金等支払状況（令和8年3月現在） 単位：戸・円

単位：戸・円

　

収
入
減
少
と
な
る
事
故
（
被
害
）
が
発
生
し
た
時
は
、
必
ず
報
告
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事
故
状
況
を
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
故
発
生
時
に
写
真
を
撮
影
し
て
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

被害が分かる写真
（事故発生時の写
真）を撮影してお
きましょう

県南基幹センター ℡0197-25-6631（代表）

県北基幹センター ℡019-601-7491（代表）
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お父さんが畑から掘り起こしたナガイモを、ブ
ラシでゴシゴシ。水を張った箱の中で、き

れいに洗います。土が付いていないか丁寧にチェッ
クする葵翔くん。「手が冷たい！」と言いながらも、
最後まで頑張りました。
　作業場を駆け回った葵翔くんは、最後に大好き
なお母さんのそばでナガイモを両手にポーズ。知宏
さんは「自分の好きなことを見つけて、のびのびと
育ってほしいですね」と笑顔を見せました。

中な
か
だ
い
ら平 

葵あ

お

と翔
く
ん（
3
歳
）　

遠
野
市　

青
笹

中
平
知
宏
さ
ん
、愛（
め
ぐ
み
）さ
ん
の
お
子
さ
ん

現
金
集
金
を

　
廃
止
し
ま
し
た

　
職
員
に
よ
る
現
金
集
金
は
、
令
和

８
年
４
月
１
日
か
ら
廃
止
し
て
い
ま

す
。
共
済
掛
金
等
の
納
入
は
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
入
も
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
や
組
合
員
が

死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
名
義
変
更
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
必

要
な
書
類
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
名

義
変
更
を
す
る
際
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

速
や
か
に
連
絡
を

　
加
入
し
て
い
る
農
業
保
険
に
関
連

す
る
被
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
加

入
内
容
の
変
更
が
あ
る
と
き
も
連
絡

が
必
要
で
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
、

共
済
金
・
保
険
金
を
お
支
払
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
業
な
ど
で
家
畜
を
保
有

し
な
く
な
っ
た
場
合
も
速
や
か
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

● �

被
害
…
風
水
害
、
雪
害
な
ど
の

自
然
災
害
や
病
虫
害
、
鳥
獣
害
、

火
災
な
ど

● ��

加
入
内
容
の
変
更
…
ハ
ウ
ス
の
被

覆
期
間
、
建
物
の
面
積
、
農
機

具
の
機
体
変
更
な
ど

● �

家
畜
の
異
動

　［
死
亡
廃
用
共
済
］

　
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
（
以

下
、
ト
レ
サ
）
を
用
い
て
、
責
任
期

間
内
の
飼
養
頭
数
を
確
認
し
ま
す
の

で
、
牛
の
異
動
な
ど
は
速
や
か
に
ト

レ
サ
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　［
疾
病
傷
害
共
済
］

　
子
牛
の
出
生
や
導
入
な
ど
で
共
済

金
額
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

異
動
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
治
療
中
の

牛
が
異
動
に
な
っ
た
場
合
は
、
か
か

り
つ
け
の
獣
医
師
に
必
ず
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
ば
共
済
の
加
入
申
込

　
が
始
ま
り
ま
す

　
そ
ば
共
済
に
加
入
し
て
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

● �

加
入
申
込
期
間

　

 

６
月
１
日
～
７
月
10
日

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

令
和
８
年
４
月
１
日
付
け
で
、
５

人
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

● �

本
所

　
立
花
裕
士
（
シ
ス
テ
ム
広
報
課
）

　
照
井
晴
空
（
資
産
共
済
課
）　

● �

県
北
基
幹
セ
ン
タ
ー

　
谷
地
飛
良
（
資
産
共
済
課
）

　
越
場
胡
桃
（
収
穫
共
済
課
）

● �

県
南
基
幹
セ
ン
タ
ー

　
佐
藤　
悠
（
収
穫
共
済
課
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
８
年
３
月
末
で
７
人
の
職
員

が
退
職
し
ま
し
た
。

● �

本
所

　
坂
ノ
上
登
（
監
査
室
）

● �
県
北
基
幹
セ
ン
タ
ー

　
米
澤
孝
幸
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　
深
渡　
優
（
宮
古
地
域
課
）

　
野
中
美
希
（
北
部
地
域
課
）

★
昆　
聡
志
（
事
業
二
部
）

★
倉
堀
満
弘
（
家
畜
課
）

● �

県
南
基
幹
セ
ン
タ
ー

　
上
川
敬
司
（
収
入
保
険
課
）

★
印
は
再
雇
用
職
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
務

し
ま
す
。

結いの大地

からのお知らせ

　
「
カ
メ
ラ
の
設
定
を
自
分
で
調
整
し
て
、
き
れ
い
に
撮
れ
た
時
は

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
大
弓
さ
ん
。
写
真
撮
影
が
趣
味
で
、雲
海
、

樹
氷
な
ど
の
自
然
風
景
や
Ｓ
Ｌ
な
ど
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　

大
弓
さ
ん
が
写
真
を
撮
り
始
め
た
の
は
大
学
生
の
頃
か
ら
で

す
。
現
在
は
カ
メ
ラ
３
台
に
魚
眼
レ
ン
ズ
や
望
遠
レ
ン
ズ
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
撮
影
器
具
を
駆
使
し
て
い
ま
す
。「
最
近
撮
っ
た
の
は

宮
古
市
の
三
王
岩
で
す
」
と
大
弓
さ
ん
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

な
ど
を
調
整
し
て
、
天
の
川
や
朝
日
と
一
緒
に
写
し
ま
し
た
。

　

天
候
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
に
、
何
度
も
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に

通
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
偶
然
き
れ
い
な
空
を
見
つ
け
る
こ
と

も
あ
る
の
で
」
と
カ
メ
ラ
を
常
に
持
ち
歩
く
大
弓
さ
ん
。「
次
は

満
開
の
桜
を
撮
り
た
い
で
す
ね
」
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
し

た
。

NOSAIの
ご紹介します

はがきでご応募ください

�「7」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
当選者の発表は、図書カードの発送をもって代えさせていた
だきます。

問 題   農機具共済の加入限度額を
2,000万円から○○○○万円に変更し
ました。○○○○に当てはまる数字をお
答えください。 　　　 （ヒント：5ページ）

必要事項をご記入の上、ご応募
ください。正解者の中から抽選
で５名の方に、図書カード（1,000
円分）をプレゼントします。

応募方法
①クイズの答え ②郵便番号 ③
住所 ④氏名 ⑤年齢 ⑥電話番号 
⑦ NOSAI や広報紙への意見・
感想・質問など、ご自由にお書き
ください（氏名を省略して本紙
に掲載させていただく場合があ
ります）。
※�応募によって得られた個人情

報は、図書カードの発送と広
報紙作成の参考意見とする以
外の目的には利用しません

記　入

令和8年6月22日（当日消印有効）

応募締切

〒025－0025 
花巻市下根子821番地
NOSAI いわて「クイズ」係

応募先

読者読者
クイズクイズ

図

書カ
ードが当たる

地域の話題を届けてくれる旬感ギャラリー
に惹かれました。全部のお店、主人と行き
たいです。	 【金ケ崎町　Aさん】

朝日田さんありがとうございました。レシ
ピ参考にしていましたし、レシピ集に追加
させていただいていました。　　　	 	
� 【一関市　Oさん】

今月の表紙、お手伝いえらいですね。立派
なリーフレタス食べたいです。	 	
	 【奥州市　Ｔさん】

スコップ三味線感動しました。同じ年代の
方だから、私も何かできるかもと勇気をい
ただきました。� 【八幡平市　Hさん】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を
紹介します

NOSAIいわてNOSAIいわて

おたより広場

今
月
の
表
紙

お
気
に
入
り
の

１
枚
を
求
め
て

紫
波
町
赤
沢  

大お
お
ゆ
み弓

一か
ず
お雄

さ
ん（
72
）

［
損
害
評
価
会
委
員
歴
２
年
］

3月号の
答え 

今月号から、菅原亜紀子さんのレシピコーナー
がスタート。
おいしそうだったからぼくも作ってみたよ！イン
スタグラムに載せたから見てね～

料理を作ったよ！
ノーサイくんがやってみた

インスタグラムはコチラ
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〒020-0857 盛岡市北飯岡一丁目10番50号
TEL：019-601-7491(代表)

県北基幹センター
〒025-0025 花巻市下根子821番地
TEL：0198-29-5939(代表)

本所
〒023-0023 奥州市水沢字八反町52番地1
TEL：0197-25-6631(代表)

県南基幹センター

発
行

  岩
手

県
農

業
共

済
組

合
  発

行
日

  令
和

8
年

6
月

1
日

N
o. 66

2
0
2
6

6
結
い
の
大
地

［ホームページアドレス］

https://nosai-iwate.net/
アクセスは
こちらから ▶︎

岩手県農業共済組合

アスパラガスは穂先が締まり、ハカマがきれいな三角形
で茎に付いているものが新鮮です。立てて保存すると長
持ちしますよ。血液を補う働きの葉酸を含むので、貧血
気味の方には積極的に食べてほしいです。

YU I NO
SYOKUTAKU

美味
しさギューッと

❶アスパラガスは根元から２㌢ほどの固い部分を除き、切り落とした部分から
３㌢程度ピーラーで皮をむく。1 分半ゆでて水気をふき取り、トッピング用
に穂先を５㌢くらい残し、茎は１㌢に切る。タマネギはスライス切り、冷凍
むきエビは解凍して背わたを除く。

❷タマネギをバターで炒め、小麦粉を振り入れ全体をよく混ぜ合わせる。牛
乳を加えて火にかけ、コンソメと塩で味を整える。

❸❷に❶で切ったアスパラガスの茎とむきエビを加え全体をよく混ぜる。

❹ロールパンの上部を包丁で楕
だ え ん

円に切り目を入れ押し込み、❸を詰める。ア
スパラガスの穂先をのせ、トースターで表面に焼き色がつくまで焼く。

【作り方】

ア
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菅
す が わ ら

原 亜
あ き こ

紀子さん

生産者や食べる方とのつながりを大切
に「野菜の栄養と多彩なおいしさ」をみ
なさまにお届けしたいです。季節の移
ろいや、岩手の食文化を感じていただ
きながら「作りたい」「食べたい」と思う
きっかけになれたらうれしく思います。

ロールパン……………… 4個
小麦粉……………… 大さじ１
バター………………… 10㌘
牛乳…………………… 80cc
コンソメ…… 小さじ４分の１
塩…………………………少々
アスパラガス…………… 4本
タマネギ………… ８分の１個
冷凍むきエビ………… 100㌘

材料（２人分）




